
和歌山県立近代美術館
The Museum of Modern Art, Wakayama

Press Release 2023.9.21

お問い合わせ先

〒640-8137 和歌山県和歌山市吹上1-4-14
T E L ：073-436-8690　        　F A X ：073-436-1337
E-MAIL：press@momaw.jp　    W E B ：https://www.momaw.jp 

和歌山県立近代美術館
学芸担当：宮本久宣、植野比佐見
広報担当：村井

WEB Facebook InstagramTwitter

「原勝四郎展」の解説会に引き続き、プレス関係者を対象に解説会を実施いたします。ぜひ、この機会に取材
していただき、魅力を発信してくださいますようお願い申し上げます。

プレス向け解説会のご案内 2023年10月7日（土） 14 時30分から

原勝四郎と同時代の画家たち小企画展

2023年10月7日（土）‒ 12月24日（日）

①山下新太郎《臥婦》1910年代　個人蔵



入場無料

和歌山県立近代美術館
The Museum of Modern Art, Wakayama

小企画展　原勝四郎と同時代の画家たち
10月7日(土) ー 12月24日(日)

開催概要
展覧会名　    小企画展　原勝四郎と同時代の画家たち
主　　催　    和歌山県立近代美術館
会　　場 　   和歌山県立近代美術館　1階展示室B
会　　期　    2023 年 10月7日（土）‒ 12月 24 日（日）
開館時間　    9 時 30分 ‒ 17時（入場は16時 30分まで）
休 館 日    　月曜日（10月9日は開館し10月10日に休館）
観 覧 料   　 無料
　　　　   　 

本展では、特別展「原勝四郎展　南海の光を描く」の開催に合わせ、当館の洋画コレクションを中心に、一

部借用作品も交えて、原勝四郎（1886～1964）と同時代に活躍した画家たちの作品を紹介します。

　原勝四郎は、和歌山県立田辺中学校を卒業後、1905（明治38）年から1906（明治39）年と、1909（明

治42）年から1916（大正5）年の二度、画家を志して上京しています。その後1917（大正6）年末から1921（大

正10）年4月までフランスに赴きました。帰国後は故郷の田辺へと戻り、1931（昭和6）年からは現在の白

浜町に移住して絵を描き続けました。

　原が東京にいた期間は、ヨーロッパ留学から帰国した若い美術家を中心に、新しい美術表現が次々に紹

介されていた時期です。今回の展示では、東京美術学校西洋画科の教授であり、原も通った白馬会葵橋洋

画研究所の設立者である黒田清輝をはじまりに、原が東京で面識を得て生涯にわたって兄事することになっ

た山下新太郎や、原と同世代の画家たちの作品を通して、原も体感していたであろう、明治時代末から大正

時代にかけての東京の美術動向をまず紹介します。

　原がフランスに赴いたのは、ちょうど第一次世界大戦の最中であったこともあり、原自身の絵画学習には

困難が伴いました。しかし原に先んじて、またその後に続いてヨーロッパに留学し美術を学んだ日本人は多く、

藤田嗣治のようにパリで大きな成功を収めた画家も生まれます。本展では続いて、原がフランス滞在中に交

流をもった青山熊治や長谷川潔など、同時期にフランスへ留学していた日本人画家たちの作品を紹介します。

　帰国後の原は、田辺と白浜を拠点に、画壇とは距離をとって制作を続けました。しかし、1年に1回、戦

前は二科展、戦後は二紀展への出品を自らに課し、それが唯一と言っていい中央での作品発表の機会でした。

本展最後には、原を経済的に支援した大阪の実業家、山本發次郎が収集の対象とした佐伯祐三や、原が交

流を持った小出楢重らの作品と、戦後、二紀会への参加を促し、親しい交流を持った鍋井克之や、戦前から

親交のあった熊谷守一らの作品を通して、1920年代から戦後にかけての絵画を紹介します。

　原が活躍した同じ時代の作品をご覧いただくことで、原自身の表現の特徴もより明確に見えてくるはずです。

どうぞ「原勝四郎展」と合わせてご観覧ください。

②黒田清輝《裸婦》1903年　個人蔵
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主な出品作品
掲載用画像については広報担当にお問合わせください。
文字のせ、トリミング等はご遠慮ください。

▶県立博物館（となり）の展覧会
　生誕 850 年記念特別展　紀州・明恵上人伝
　　会期：10 月 14 日（土）‒11 月 26 日（日）
　　企画展　高野山寺領の村
　　会期：12 月 16 日（土）‒2024 年 2月 12 日（月・祝）
　

同時期に開催の展覧会
　　

▶特別事業　トランスボーダー　
　和歌山とアメリカをめぐる移民と美術
　　会期：9月 30 日（土）‒11 月 30 日（木）

▶特別展　原勝四郎展 　南海の光を描く
　　会期：10 月 7日（土）‒12 月 3日（日）

⑧青山熊治《雪の馬》1927年　個人蔵

⑤保田龍門《アンドレ像》1921年　和歌山県立近代美術館蔵③恩地孝四郎《海の女》1912年　
　和歌山県立近代美術館蔵

⑨赤松麟作《薔薇》1935年　田辺市立美術館蔵

⑦川口軌外《キャフェにて》1927年　個人蔵⑥佐伯祐三《リュ・デュ・シャトーの歩道》1925年　和歌山県立近代美術館蔵

④高村光太郎《佐藤春夫像》1914年　個人蔵


